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 また、Ｃ小学校の 2018 年度体力・運動能力テストにおける 5 年生男女平均のデータ提供を
受け、国、大阪府、Ａ市のデータと比較した。 
   
３．結果及び考察 
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男子 女子 男女不明 男子 女子 男女不明
1年 13 13 26 15
2年 20 18 23 19
3年 17 17 1 16 15
4年 12 20 25 14
5年 22 23 1 15 11
6年 21 25 14 19
学年不明 9 12 3 2 2 1





表３ スポーツクラブ等の加入状況 表４ 参加クラブ、種目数の状況 
男子 女子 男女不明 男子 女子 男女不明
１年 6 3 19 10
２年 16 7 15 12
３年 11 9 10 8
４年 11 13 1 22 11
５年 13 14 15 9
６年 16 17 9 10
学年不明 7 5 1 2 0
小計 80 68 2 92 60
合計








人 ％ 人 ％
１種目 113 75.3% 108 71.1%
２種目 33 22.0% 30 19.7%
３種目 4 2.7% 11 7.2%
４種目 0 0.0% 3 2.0%






































１． 子どもがスポーツをしたがらない 13 35.1%
２． 送迎ができない、共働き、経済的負担 8 21.6%
３． 他の習いごと、多忙 8 21.6%
４． 練習時間が長い、保護者の負担ほか 8 21.6%
合計 37 100.0%
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人 割合 人 ％
男子 6 4.7% 10 8.3%
女子 23 20.2% 11 11.5%
計 29 11.7% 21 9.7%
男子 18 15.8% 46 38.0%
女子 14 10.9% 15 15.6%

































































(平均値） （SD) (平均値） （SD) 変化量





(平均値） （SD) (平均値） （SD) 変化量
Ｑ1. 子どもにとって体力・運動能力を高めることは大事だと思う。 4.73 (0.51) 4.81 (0.42) 0.041
Ｑ2. 自分が子どもの時に比べて今の子どもの体力は低下していると思う。 4.10 (0.92) 4.09 (0.92) -0.066
Ｑ3. 家庭では子どもの健康・体力のため食事内容、おやつや睡眠時間に注意をするべきだと思う。 4.47 (0.71) 4.64 (0.61) 0.126 *
Ｑ4. 学校以外でも子どもの体力を向上させる取組みや 環境づくりが必要だと思う。 4.22 (0.74) 4.35 (0.74) 0.093
Ｑ6. あなたは、運動・スポーツが好きだ（保護者のいずれ１人でも）。 4.05 (1.06) 4.14 (0.99) 0.103
Ｑ7. あなたのお子様は運動・スポーツが好きだと思う。 3.92 (1.09) 4.05 (1.08) 0.116
Ｑ8. あなたのお子様は体育の授業が得意だと思う。                                                  3.54 (1.14) 3.60 (1.13) 0.096
Ｑ9. 子どもにはどれかひとつのスポーツに打ち込んでほしいと思う。 3.61 (1.02) 3.57 (1.06) -0.058
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表 10 子どもの運動・スポーツ環境に関する意識の比較 
(平均値） （SD) (平均値） （SD) 変化量
Ｑ5. 自分の子どもの時に比べて今は外で遊ぶ機会が減っていると思う。　 4.40 (0.93) 4.55 (0.74) 0.104
Ｑ12．子どもだけで公園や野原等で遊ぶのは不安に思う。 3.57 (0.98) 3.59 (1.11) 0.05
Ｑ13．自分が子どもの時に比べて、子どもが運動やスポーツに親しむ環境が悪くなっていると思う。 3.86 (1.05) 3.85 (0.95) -0.115
Ｑ16．この地域には子どもが好きなスポーツ活動ができる環境が整っていると思う。  2.88 (0.89) 3.35 (0.84) 0.456 ***
Ｑ11．子どものスポーツチームや教室で世話役等が回ってきたらできる範囲でしたいと思う。 3.26 (1.09) 3.38 (3.38) 0.119
Ｑ14．子どものスポーツ活動にある程度の費用がかかるのは仕方がないと思う。  3.52 (0.83) 3.92 (0.74) 0.334 ***
Ｑ15．いい指導者の確保のため、ある程度の謝金を支払うのは当然だと思う。 3.28 (0.89) 3.68 (0.91) 0.337 ***
Ｑ17.  地域にはもっと子どもが色々な運動・スポーツができる環境が必要だと思う。 4.01 (0.82) 3.94 (0.84) -0.093
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表11 体力・運動能力の比較  
舞寿之・中村浩也・吉武信二・織田恵輔／子どもの運動・スポーツ環境づくりに関する実践的研究 
pp. 125-140 
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Practical Research on Children’s Exercise and Creation of Sports 
Environment: 
Five Years of Action Research 
 
MAI Hisayuki, NAKAMURA Hiroya, 
YOSHITAKE Shinji (Osaka Prefecture University) 
and ORITA Keisuke (Poole Gakuin College) 
 
This study examined the impact of five years of development work on general regional sports club 
training and general exercise programs in C Elementary School District on the exercise, sports 
activities, and physical fitness of the children and on their parents’ awareness.  
The results indicated that children’s weekly exercise and sports time increased overall, the number 
of children who “did not participate in sports or exercise at all” decreased, and the number of 
children who actively exercised “7 hours or more” per week increased. It was also found that 
satisfaction with sports environments and parents’ awareness of children’s exercise and sports 
environments increased in the region.  
Although the practical work in C Elementary School District encouraged children’s participation 
in exercise and sports activities and created a favorable environment, it was concluded that 
children’s overall physical fitness and athletic abilities did not improve.  
 
 
 
 
 
